
〈
卒
業
論
文
〉

赤
沼

雅
彦

中
世
前
期
の
本
郷
氏
に
つ
い
て

稲
田

美
穂

花
宴
と
花
見

小
川

好
美

飯
田
藩
に
お
け
る
酒
造
業
の
展
開

神
谷

久
覚

明
治
期
海
上
保
険
業
の
特
質

澤

晶
裕

日
本
古
代
の
国
司
と
軍
事

潮
見

雅
利

明
治
の
山
手
線
と
沿
線
地
域

西
正

和
広

小
磯
内
閣
後
期
に
お
け
る
強
力
政
治
体
制
を
め
ぐ
る
諸
政
治

集
団
の
様
相

福
嶋

哲
平

大
正
三
年
桜
島
大
爆
発
時
の
新
聞
報
道
の
分
析

字
井

章
人

大
正
末
期
か
ら
昭
和
期
の
在
郷
軍
人
会

池
田

浩
貴

中
世
人
の
怪
異
認
識

今
井

陽

政
党
政
治
崩
壊
期
の
政
党

岡
林

彩
子

西
大
寺
流
に
お
け
る
戒
律
と
救
済

梶
谷

育
郎

初
期
『
官
報
』
の
分
析

酒
井

努

日
本
の
古
代
国
家
と
贄

宍
戸

玲
菜

内
藤
新
宿
の
社
会
空
間
構
造

武
井

紀
子

律
令
国
家
と
地
方
の
倉

永
井

宏
弥

国
策
策
定
過
程
に
お
け
る
「
南
方
武
力
行
使
」
問
題

中
野

弘
喜

大
正
一
二
年
恩
給
法
成
立
に
至
る
経
緯

平
松

朋
弥

室
町
中
期
八
朔
に
お
け
る
贈
与
慣
行

満
薗

勇

戦
前
期
日
本
に
お
け
る
月
賦
販
売
の
形
成
と
展
開

宮
澤

邦
夫

近
世
の
戸
隠
と
地
域
社
会

〈
修
士
論
文
〉

池
田

勇
太

儒
教
的
「
開
化
」
の
政
治
史

武
部

愛
子

近
世
天
台
宗
の
僧
侶
身
分
と
教
団
構
造

戸
谷

穂
高

豊
臣
政
権
の
内
部
構
造
と
全
国
統
一
過
程

荒
木

裕
行

近
世
幕
藩
関
係
の
研
究

杉
山

巖

中
世
国
務
体
制
の
研
究

楊

典
�

中
国
に
お
け
る
日
本
人
軍
事
顧
問
団
・
軍
事
教
官
（
一
八
九

八
〜
一
九
一
八
）

李

炯
植

朝
鮮
総
督
府
官
僚
の
統
治
構
想

〈
博
士
論
文
〉（
授
与
年
月
日
が
二
〇
〇
三
年
四
月
以
降
二
〇
〇
四
年
三
月
ま
で
の

も
の
、
審
査
委
員
名
を
付
記
し
た
〔
五
十
音
順
〕）

甲
（
課
程
博
士
）

横
山
百
合
子

近
代
移
行
期
の
戸
籍
政
策
と
都
市
社
会

伊
藤
毅
・
鈴
木
淳
・
藤
田
覚
・
吉
澤
誠
一
郎
・
吉
田
伸
之

（
主
査
）

卒
業
論
文
・
修
士
論
文
・
博
士
論
文
題
目
一
覧

二
〇
〇
三
年
度

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
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森
田

貴
子

明
治
期
に
お
け
る
不
動
産
経
営
の
生
成

鈴
木
淳
（
主
査
）・
高
村
直
助
・
武
田
晴
人
・
野
島
（
加

藤
）
陽
子
・
吉
田
伸
之
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